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学
がく

習
しゅう

について 

《筆
ふで

箱
ばこ

の中
なか

身
み

》 ※学
がく

習
しゅう

に必
ひつ

要
よう

ないもの･よけいなものは入
い

れず、持
も

ち物
もの

には、全
すべ

てに名
な

前
まえ

を書
か

く。 

●えんぴつ ４～５本
ほん

(Ｂか２Ｂ) ●赤
あか

えんぴつ  ●消
け

しゴム 

●名
な

前
まえ

ペン ●じょうぎ(おりたたみしきでないもの)  ●その他
た

、先
せん

生
せい

から指
し

示
じ

のあったもの 

★えんぴつや赤
あか

えんぴつは、持
も

った時
とき

に手
て

の上
うえ

から出
で

てこない長
なが

さになったら交
こう

換
かん

する。 

★筆
ふで

箱
ばこ

の中
なか

身
み

は、定
てい

期
き

的
てき

におうちの人
ひと

と確
かく

認
にん

するようにしましょう。 

《授
じゅ

業
ぎょう

のルール》 

●チャイムを守
まも

る。  ●あいさつをしっかりする。 

●場
ば

に応
おう

じた声
こえ

の大
おお

きさや、話
はな

し方
かた

で話
はな

す。 

●場
ば

に応
おう

じた服
ふく

装
そう

で過
す

ごす。 

・屋
おく

内
ない

では外
そと

着
ぎ

(上
うわ

着
ぎ

やマフラー、手
て

袋
ぶくろ

など)は脱
ぬ

ぐ。 

・体
たい

育
いく

の授
じゅ

業
ぎょう

では、シャツやゼッケンなどのすそはズボンの中
なか

に入
い

れる。 

・寒
さむ

い時
じ

期
き

の体
たい

育
いく

の授
じゅ

業
ぎょう

では、フード･ファスナー･ボタンのついていない上
うわ

着
ぎ

や長
なが

ズボンを着
ちゃく

用
よう

してもよい。

体
たい

育
いく

の授
じゅ

業
ぎょう

では、タイツやレギンス、ひざ上
うえ

のソックスは着
ちゃく

用
よう

しない。 

●安
あん

全
ぜん

のために、つめを伸
の

ばさないようにする。また、体
たい

育
いく

の授
じゅ

業
ぎょう

では、髪
かみ

の長
なが

い子
こ

は、束
たば

ねて参
さん

加
か

する。 

 

生
せい

活
かつ

について 

１. 登
とう

校
こう

 

① ８時
じ

１０分
ぷん

～８時
じ

２５分
ふん

の間
あいだ

に登
とう

校
こう

し、朝のしたくを済ませましょう。 

② 電
でん

車
しゃ

に乗
の

る時
とき

は、マナーをしっかり守
まも

り、安
あん

全
ぜん

な電
でん

車
しゃ

通
つう

学
がく

をしましょう。 

＊ホームや車
しゃ

内
ない

で走
はし

ったりふざけたりしない。大
おお

声
ごえ

を出
だ

したり、つりかわにぶらさがったりしない。 

＊ホーム要
よう

員
いん

さん、駐
ちゅう

在
ざい

さんの注
ちゅう

意
い

をしっかり聞
き

きましょう。気
き

持
も

ちの良
よ

いあいさつをしましょう。 

③ 決
き

められた通
つう

学
がく

路
ろ

を通
とお

り、交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

に気
き

をつけましょう。 

   ＊黄
き

色
いろ

地
ち

区
く

の人
ひと

は正
せい

門
もん

から、その他
ほか

の地
ち

区
く

の人
ひと

は北
きた

門
もん

から出
で

入
い

りします。 

④ ランドセルには、必
かなら

ず防
ぼう

犯
はん

ブザーをつけましょう。 

⑤ 学
がく

習
しゅう

に必
ひつ

要
よう

のないものは持
も

ってきません。 

⑥ 家
いえ

を出
で

てから忘
わす

れ物
もの

に気
き

がついても、取
と

りに帰
かえ

りません。 
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２. 休
やす

み時間
じ か ん

 

① 外
そと

で元
げん

気
き

よく遊
あそ

びましょう。 

※石
いし

垣
がき

の上
うえ

、体
たい

育
いく

倉
そう

庫
こ

の裏
うら

、アスファルトなどでは遊
あそ

びません。 

※ボールで遊
あそ

ぶときは、校
こう

庭
てい

の外
そと

に出
で

ないように気
き

をつけて遊
あそ

びましょう。 

もし外
そと

に出
で

てしまったときは、勝
かっ

手
て

に取
と

りに行
い

かず、必
かなら

ず先
せん

生
せい

に報
ほう

告
こく

しましょう。 

② 雨
あめ

の日
ひ

は、校
こう

舎
しゃ

内
ない

で静
しず

かに遊
あそ

ぶ工
く

夫
ふう

をしましょう。 

※体
たい

育
いく

館
かん

遊
あそ

びの割
わり

当
あて

になっている日
ひ

は、担
たん

任
にん

の先
せん

生
せい

と一
いっ

緒
しょ

に使
つか

いましょう。 

※体
たい

育
いく

館
かん

遊
あそ

びでは、舞
ぶ

台
たい

の上
うえ

やギャラリーには上
あ

がらない。ボールはけらない。 

③ 遊
あそ

んだ道
どう

具
ぐ

（ボール、一
いち

輪
りん

車
しゃ

、竹
たけ

馬
うま

など）は、元
もと

の場
ば

所
しょ

にもどしましょう。 

④ 教
きょう

室
しつ

を移
い

動
どう

するときには、ろうかの右
みぎ

側
がわ

を、静
しず

かに歩
ある

きましょう。 

 

 

３. 放
ほう

課
か

後
ご

や休
やす

みの日
ひ

 

① 授
じゅ

業
ぎょう

が終
お

わったら、寄
よ

り道
みち

はせずに、すぐに帰
かえ

りましょう。 

＊放
ほう

課
か

後
ご

に残
のこ

る場
ば

合
あい

は、先
せん

生
せい

に許
きょ

可
か

をもらいます。 

② 自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

るときは、必ず
かなら

ヘルメットをかぶり、安
あん

全
ぜん

に気
き

をつけましょう。 

③ 出
で

かけるときは、「だれと」「どこへ」「何
なん

時
じ

まで」を家
いえ

の人
ひと

に伝
つた

えましょう。 

④ 暗
くら

くなる前
まえ

に家
いえ

に帰
かえ

りましょう。(市
し

のチャイム：４～９月
がつ

は午後
ご ご

５時
 じ

、１０月
がつ

～３月
がつ

は午後
ご ご

４時
じ

) 

⑤ 知
し

らない人
ひと

に対
たい

しては、 

距
きょ

離
り

をとる ･ ついて行
い

かない ･ 車
くるま

に乗
の

らない 

※ 何
なに

かあったときは、すぐ「こども１１０番
ばん

の家
いえ

」に逃
に

げ込
こ

みましょう。 

※ 何
なに

かあったときは、家
いえ

に帰
かえ

ったら、おうちの人
ひと

に必
かなら

ず話
はなし

をしましょう。 

⑥ おごったり、おごられたりすることはしません。何
なに

かあったときは、家
いえ

の人
ひと

や先
せん

生
せい

に相
そう

談
だん

しましょう。 

⑦ 校
こう

庭
てい

では、危
き

険
けん

のない遊
あそ

びをしましょう。また、おかしなどを食
た

べてはいけません。 

⑧ 校
こう

庭
てい

では、自
じ

転
てん

車
しゃ

には乗
の

りません。自
じ

転
てん

車
しゃ

で来
き

たときは、決
き

められた場
ばしょ

所に置
お

いて、遊
あそ

びましょう。 

(自
じ

転
てん

車
しゃ

置
お

き場
ば

……体
たい

育
いく

倉
そう

庫
こ

の横
よこ

と北
きた

門
もん

の近
ちか

く) 

⑨ 多
た

摩
ま

川
がわ

での水
すい

泳
えい

は禁
きん

止
し

です。川
かわ

に遊
あそ

びに行
い

くときは、大人
お と な

と一
いっ

緒
しょ

に行
い

きましょう。 

⑩ 忘
わす

れ物
もの

は基
き

本
ほん

的
てき

に学
がっ

校
こう

には取
と

りに来
こ

ない。どうしても取
と

りに来
く

るときは、必
かなら

ずおうちの人
ひと

と一
いっ

緒
しょ

に来
き

て、

職
しょく

員
いん

玄
げん

関
かん

から入
はい

り、職
しょく

員
いん

室
しつ

の先
せん

生
せい

に断
ことわ

ってから取
と

りに行
い

く。 


